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医療事故情報収集等 '1首 業  唯 療安全‖報 No.172」 の提供について

平紫より当事業部の実施する事業に格別のご高配を掲り.厚く御礼中し上げ

ます。

この度.医療事故情報収1集等事業において収集した情報のうち.11に周知す

べき情報を取りまとめ. 3月 9日 に「医療安全情報 oヽ.172」 を当事業参加

登録医求機関並びに当ヰ業参加登録医療機関以外で希望する病院に提供いたし

ましたのでお

'ilら

せいたします.

なお.この医療安全情報を含め報告書.年報は.当事業のホームページ

(ittp:/ふw.med― saf。 .J。/)|こも掲載いたしておりますので.贅管下医療機

関等に周知いただきご活用いただければ大変すいに存じます.

今後とも布Лな1青‖提‖となるよう医療安全情報の内容の充実に努めてまい

りますので.何■ご理解.ご協力のほど宜しくお願い申し上げます.
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No.158  ★徐放性製剤の粉碑投与

No.159  ★誤つた接続による気管・気管切開チュープ挿入中の呼気の妨け

No.160   2019年に提供した医療安全情報

No.162  ベツドヘの移乗時の転落

No.i64   中心静脈カテーテルのガイドワイヤーの場存

No.166   患者が同意した術式と異なる手術の実施

No.16フ   抗リウマチ剤(メトトレキサート)の過剰投与に伴う骨駆抑制(第3報 )

No.168  ★酸素ボンペの開栓の末確認

No.169   持参薬の処方内容を継続する際の処方・指示漏れ

医″1'裁 i報収贅等●掟

医療事故靡 8収集等事業

0

Jlこ 公益財団法人 日本医療機能評価機構

医 療
安全情報

2020年に提供した
医療安全情報

No.172 2021年 3月
◆ ◆ ◆ ◆

2020年 1月～12月に医療安全情報No.158～No.]69を提供しました。
今一度こ確認ください。

No.161  ☆パルスオ■シメータプロープによる熱傷

No.]63   2019年に報告書で取り上げた医療安全情報

No.165  ★アラートが機能しなかったことによるアレルギーがある薬剤の投与
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★のタイ日レについては.提供後.2020年 12月 31日までに再発・類似事例が報告されています。
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患者はワントラム錠を内服していた。着護師は.徐放性製剤が粉砕不可であることは

知つていたが.ワントラム錠が徐放性製剤であることは知らなかった。患者は経口摂取

が不良になり.看護師はワントラム錠を粉砕して患者に内服介助を行っていた。その

後、患者は経口摂取ができなくなり、看護師が薬剤部にワントラム掟の粉砕を依頼し

たところ.徐放性製剤のため粉砕不可であることが判明した。

02020年に報告された主な再発・類似事例です。

No.158徐放性製剤の粉砕投与

新生児 (曰齢3)のSp02のモニタリングをしていた。病棟では.パルスオ■シメータ
プロープの装着部位を各勤務帯で]回〈1日 3回 )変更していた。沐浴の際、看護師が

憲児の足に装着していたブロープを外したところ.足底中央に約3mmの熱傷がある
ことに気付いた。パルスオ■シメータフロープの添付文書には.「少なくとも8時間
ことに装着部位の皮膚状態を確認し.必要に応じて装着部位を変えること」「新生児・

低出生体重児などは.患者の容体や装着部位の状態によっては皮膚障害を生じる

可能性が高まる」と記載されていた。

沐この医療安全情報は■ 豪り餃情報収来等0業 (厚生労■省綺助

“

葉)において収集された11例をもとに.本事案の一環と

して総合評価部会委員の意見に基‐ .医線

'破
の発生子肪.:I発防止のためl=作成されたものです.

本事来の趣旨,の詳細|=ついては.本1'栞ホームページをご躍ください.httpl′′●、
"m●
d、ゴ●,′

巌この‖敏の作成にあた0■成時にわける正硫性について|よ万全を期しておりますが.その内書を,ネ |=わたり供証するもの
ではあ1,ません.

撼この情報は● 嵌掟11者の裁■を,I限した,.区鐵従事者に業務や責任を諫す村的で作成さi●
=も
のではあ|はせん.
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No.159誤つた接続による
気管・気管切開チューブ挿入中の呼気の妨げ

気管切開チューブ挿入中の患者に.蛇管をトラキマスクにつなげて酸素を投与して

いた。シャワー浴を行う際.リーダー看護師は.酸素チュープにコネクタを付け.

トラ■マスクに接続し酸素を投与するように担当看護師に伝えた。しかし.担当

看護師は.酸素チュープに付けたコネクタをトラ■マスクではなく気管切開チユープに

直接接続した。患者は呼気ができす.意識レベルが低下し.気胸を生した。

No.161パルスオキシメータプロープによる熱煽
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